
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一年間ありがとうございました 

 
桂岡小学校長 鈴木喜代志 

 

 朝晩の冷え込みは続いていますが、日に日に温かな日差しが増してきました。校舎周辺では、

根開き(木の根元だけ雪がすり鉢状に融けている様子)が見られ始めました。待ちわびた春の足音

は確実に近づいております。 

 今年も容赦なく降り続けた雪ですが、それは徐々に大地にしみわたり、気の遠くなるような長

い年月を経て再び命の水となります。そうした、人間の力を超越した壮大な営みに思いを巡らし

たとき、自然の神秘に畏敬の念を抱きます。同時に、その恵みを享受し生かされていることのあ

りがたさに気づかされます。悠久の流れの中では、私たちの一生はほんの一瞬といえます。一日

生涯を思い、自戒の日々です。 

先週の土曜日、本校の第４５回卒業式が行われました。新型コロナウイルス感染拡大を防止す

る観点から式全体を通じて内容の精選・参加者の限定などいろいろな制限のもとでの実施となり

ました。そのような中でも、１７名の卒業生は、現在の状況を素直に受け止め目を輝かせ折り目

正しく式に臨んでくれました。とりわけこの二年間は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け

て、新しい生活様式に基づき様々な制約の中での学校生活となり、心が折れそうになることもあ

ったと思います。しかし、卒業生は、最高学年として、明るさを失わず、前を向いて歩み続けて

くれました。学習では、どのような課題であっても、その解決へ向けて方法を工夫し主体的に粘

り強く取り組み、成果を上げてきました。児童会活動や学校行事などのさまざまな活動では、最

上級生として、いつも全校のことを見つめながらリーダーシップを発揮してくれました。まさに

頼れるお兄さん・お姉さんとして立派な足跡を残し、桂岡小学校の新しい伝統を築いてくれまし

た。そうした頑張りが思い出され胸を熱くしました。 

４月から新たなステージ（中学生）となる卒業生には、集団生活の中で自分を見失うことなく、

友と仲良く励まし合い、目標に向かって精一杯努力することを惜しまない人になってほしいと願

っています。 

一方、１～５年生は、それぞれの努力の証である修了証を手にし、進級の喜びを胸に下校した

ことと思います。この一年、何ができて何が不十分だったのかしっかりと振り返り、新学期・新

生活へ向け知・徳・体にわけて具体的な目標を持つことが大切です。そして、途中で自分にはで

きないとあきらめず、やりたいこと・やるべきことに努力し続ける子供になってほしいと切に願

います。４月からの飛躍に大いに期待です。 

この一年、コロナ禍にあって大過なく本校の学校教育を推進してこれましたのも、保護者の皆

様、地域の皆様のご理解とご協力の賜と深く感謝申し上げます。ありがとうございました。新型

コロナウイルス感染症の収束にはまだ時間がかかりそうです。今一度、学校・家庭・地域（社会

全体）が、長期にわたりこの新たなウイルスとともに生きていかなければならないという認識を

再共有しましょう。新型コロナウイルス感染症から子供たちはもちろんのこと、ご自身・ご家族

そして大切な人を守り、生かされているすべての人が安心・安全な日常生活を送ることができる

よう、感染防止の取組をそれぞれの持ち場・立場で徹底していきましょう。 

どうぞ、令和４年度もより一層のご支援とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより第１２号 

令和４年３月２４日 

小樽市立桂岡小学校 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

５日(火) 入学式前日準備(新６年生登校) 

６日(水) 着任式・１学期始業式、入学式 

７日(木)  特別日課１年２時間授業・ 

下校指導①、２～６年給食開始 

８日(金) １年３時間授業・下校指導② 

１１日(月) 認証式、委員会活動、 

１年４時間授業、１年給食開始、

下校指導③ 

１２日(火) １・２年交通安全教室 

１３日(水) 二計測 

１４日(木) 特別日課 

１５日(金) ５時間授業 

１４日(水) PTA 総会・保護者会 14:30～ 

１８日(月) ５時間特別日課、個人懇談① 

１９日(火) 全国学力・学習状況調査 

       標準学力調査 

２０日(水) ５時間特別日課、個人懇談② 

２１日(木) 特別日課、集団下校訓練 

      視力聴力検査(１～３年) 

２２日(金) ５時間特別日課、個人懇談③ 

２０日(火) 視力(４～６年)・聴力検査(５年) 

２５日(月) ５時間特別日課、個人懇談④ 

２６日(火) ５時間特別日課、個人懇談⑤ 

２７日(水)  ６時間特別日課、 

１年生を迎える会 

２８日(木) ５時間特別日課 

２９日(金) (祝)昭和の日 

 

行 事 予 定 

 

 

  
 

３月１日（火）に６年生を送る会が行われ

ました。新型コロナウイルス感染症予防のた

め、子どもたちは教室からオンラインで参加

し、体育館にいる学年は２学年以内としまし

た。まず、６年生を体育館に迎え入れる役割

を１年生が行い、１年生が退出後、各学年か

らのカードの贈呈や会場の飾り付けについて

児童会運営員の司会により６年生に伝えられ

ました。会の後半には、５年生が体育館で６

年生に感謝のメッセージを伝えた後、６年生

が在校生に向けた器楽演奏を行いました。全

校児童が体育館に一堂に会することはできま

せんでしたが、オンラインを活用し、心温ま

る会を開催することができました。 

 

  
 

 この度の人事異動で 1２名の職員が離任す

ることになりました。大変お世話になりまし

た。 
 

＜鈴木喜代志 校長＞ 

→退職→小樽市立稲穂小学校へ（再任用） 

 
 

＜葛西 統実 教頭＞ 

→黒松内町立白井川小学校へ（校長採用） 

 

＜目々澤 英一 教諭＞ 

→退職→小樽市立銭函小学校へ（再任用） 

 
 

＜今泉 理恵 教諭＞ 

→小樽市立幸小学校へ 

 

＜半田 航太郞 教諭＞ 

→退職→倶知安町立倶知安東小学校へ 

（新採用） 

＜木藤 圭二 教諭＞ 

→退職→小樽市立手宮中央小学校へ（再任用） 

 

＜大久保 梨夏 教諭＞ 

→退職→小樽市立山の手小学校へ 

(期限付任用) 

＜内野 亜紀 非常勤講師＞ 

→退職 

 
 

＜沼田 峰幸 スクール・サポート・スタッフ＞ 

→退職 

 
 

＜小玉 裕介 事務職員＞ 

→小樽市立菁園中学校へ 

 
 

＜和泉 和治 用務員＞ 

→退職→小樽市立山の手小学校（再任用） 

 

＜尾崎 英治 用務員＞ 

→退職 

学校評価報告書を学校ホームページに掲載し

ましたので、ご覧ください。 

 

「知産志食しりべし」食育授業 
 ３月８日（火）に、北海道フードマイスタ

ーの阿部眞久氏を講師に迎え５・６年生を対

象に「知産志食しりべし」の食育授業を、体

育館を会場に行いました。後志には様々な農

作物が収穫されることや、水産資源も多様で、

後志の地形や気候がおいしい食材を豊富にも

たらすことを学ぶことができました。 


